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Precise Observation of Geomagnetic Secular Variation under the Project of 

Earthquake Prediction Research, 1980
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1．ま　え　が　き

　地震予知研究計画にもとづく 1980 年の全磁力永年変化精密観測結果について報告する。1979

年までの結果はすでに報告されており 1 ）本報告はそれらに引き継ぐもので，今後は一年単

位で定期的に報告する。

　観測点は第 1 図および第 1 表に示したとおりで，現在 18 ケ所である。なお，1981 年より戸

田（ 伊豆，東工大 ）が追加となり，合計 19 ヵ所となる。

2.　観測資料および解析結果

　観測資料は 1 月～ 4 月期までは従来どおり 00 時 40 分～ 01 時 20 分までの 10 分毎 5 個，5

月以降は 00 時 40 分～ 03 時 00 分の 10 分毎 15 個を用いたものである。ただし，金華山，男

鹿は 5 月以降も従来どおりの 5 個である。資料の解析法は従来どおりである。

　解析結果を第 2 表および第 2 図に示した。第 2a 表の上段は全日月平均全磁力値，下段は静

穏日同月平均値である。第 2b 表はそれぞれ柿岡との全磁力差の各月平均値である。表中 ± 記

号以下の数値は標準偏差を示す。なお，各観測点に場合により部分的な欠測があるので，かな

らずしも全磁力差は対応する各点の全磁力値－柿岡全磁力値となっていない。

　第 2 図（ a，b，c，d ）はそれぞれ左側より全日，静穏日全磁力月平均値，これらに対応す

る柿岡に対する全磁力差月平均値を示したものである。各図の最下段は柿岡の K －指数の月

平均値を示した。エラーバーは±δ /2（１／２標準偏差 ）である。
3. 結果の概要

　各観測点ともこの期間概略全磁力値が増加する傾向を示している。この傾向は低緯度ほど一

般に大きく，1974 年頃からの全日本的全磁力増加傾向と一致していることはいうまでもない。

　柿岡との差の変動は当然のことながら概略上記の永年変化に対応したものである。ただ，八

丈では 1980 年後半相対的にやゝ顕著な全磁力の減少が見られるほか，柿岡に比較的近いにも

かかわらず野増，初島，河津らには月々の不規則な変動が見られる。なお，野増，上杵臼の 8 月，

また鹿野山の変動は人工擾乱等による異常と思われる。
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第 1 表　観測点の位置
Table 1　Locations of stations.
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第 2a 表　全磁力の全日（ 上段 ）・静穏日（ 下段 ）の月平均値および標準偏差。

第 2b 表　柿岡を基準とした全磁力差の全日（ 上段 ）・静穏日（ 下段 ）月平均値および標準偏差。

Table 2b　�Monthly means and standard deviations of difference in the total-force intensity with reference to 
Kakioka based on all day (up) and calm day (down) data.

Table 2a　�Monthly means and standard deviations of total-force intensity based on all day (up) and calm 
day (down) data. 
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第 1 図　観測点の分布
Fig. 1　Distribution of stations.

第 2a 図　�全磁力全日・静穏日月平均値および柿岡を基準とした全磁力差の全日・静穏日月
平均値（ 左側より ）。エラーバーは± ½ 標準偏差。

Fig. 2a　�Changes of monthly means of total-force intensity, their differences with reference to Kakioka, and 
K-indices, based on all and calm day data. Error bars stand for +σ/2.
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第 2b 図　�全磁力全日・静穏日月平均値および柿岡を基準とした全磁力差の全日・静穏日月平
均値（ 左側より ）。エラーバーは± ½ 標準偏差。

Fig. 2b　�Changes of monthly means of total-force intensity, their differences with reference to Kakioka, and 
K-indices, based on all and calm day data. Error bars stand for +σ/2. 

第 2c 図　�全磁力全日・静穏日月平均値および柿岡を基準とした全磁力差の全日・静穏日月平
均値（ 左側より ）。エラーバーは± ½ 標準偏差。

Fig. 2c　�Changes of monthly means of total-force intensity, their differences with reference to Kakioka, and 
K-indices, based on all and calm day data. Error bars stand for +σ/2.
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第 2d 図　�全磁力全日・静穏日月平均値および柿岡を基準とした全磁力差の全日・静穏日月
平均値（ 左側より ）。エラーバーは± ½ 標準偏差。

Fig. 2d　�Changes of monthly means of total-force intensity, their differences with reference to Kakioka, and 
K-indices, based on all and calm day data. Error bars stand for +σ/2.
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